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以上のお もな問題から考え るだけ で も，中国 の企業は効率 と生 産性を 向上



























































は280 万元,1986 年にはさらに340 万元もの利益をあげました。もう一つ，
河北省，保定市印刷用紙工場は生産を始めてから9 年間，ずっと赤字経営が



































・a ㎜㎜だ 。わが国の有名な杭州万向 節工 場は初めは地方の小さな農器具 修理工場に
す ぎなか ったが，個人の請負い経営 に より，現在では労働者 鴎数百人，生産
高は千万あ ま りに達し て，1 年 で数万元 の利益をあげ る ようにな り宰し た。
現 在中 国では国営工場 の請負経営責任制 の実施 のテンポが とて もはやく，198?
年5 月に!2,300 あ まりの大，中規模の企業に対す る調査に よる と，す で
に74.8 ％の工業企業は各種類の工 場長 経営の請負制を実施し てい ます。 また，
国営 小企業の43,600 あ ま りの企業を対 象に行った調 査に よる と，43 ％ の企業
はす でに経営方式を変えていま七 た。その中で集団経営は ら。3％を占め，リ
ース と個人請負制に変お った企業 は2.7 ％を占め，そ れ以外の経営方式 に変
わった企業は35％を占めてい ます。これら の企業は経営方式を変えたことに
より，総企業利潤は1987 年5 月は1986 年5 月 より0.8 ％増加し，6 月は4.4
％，7 月は6.3 ％それぞれ増 加し まし た。企業 の内部留保は20％ の増加 とな
りまし た。 この管理体制 は中 国の実際情況に合致し企業の発展を 促進し，企
業の競争力を 高めたことは 明らか です。 もちろ んこの制度の内 容，形式 ，方
法な どについては，なお改善し完備す る必要があ ります。
目下 ，中国では企業の自主経営 と多種多様な経営方式を 実施する中で，企
業 は よりよい 経営をめざし て，企業 の存 続 と発展のために企業間の相互経 済
の横の連合が見られ，さ まざ まな形 態の企業 グル ープが形成されました。そ
のなかで，企業契約の形 で，あ るい は注文 の形 もあ り，連合あ るいは合併方
式 などの各種類の企業 グル ープが誕生し ました。ある所 では企業 と科学研究
機 関，大 学 とが一緒になって，さ まざ まな科学研究生産連合体を設立し まし
た。 この ようにして過去に分散し た力 の結集に より，専門化した協同体め役
割を十分 に発揮し，各方面 の長所を生かし ，力 強く略 方面 の科学技 術の開発
と応用，製品のいろい ろな種類 の開発 と品 質の向上，経済利 益め向上を 促進
し ました。例えば中 国長春市 では,1 つ の自動車工場を中心に，数10 の工場
の連合に より自動車企業 グル ープが形成さ れました。技術陣 と専門化を強化
し，生 産能力を向上させ，産出す る製品 の種類は，過去の数品種から数10種
類 に増加させ よ うとし ました。 例え ばハルビ ンの3 大エネ ルギ ー機械工場は ，
エネ ルギ ー機械企業集団を共同 で設 立し まし た。泊鎮の メ ータ 一工 場と上海
の メーター研究機関と天津大学が協 同でいろいろ な種類の新しい 製品を研究
開発し ，国内の空白を充足し まし た。これ に よっ て企業 製品 のモデルチ ェン
ジを はやめ， 販売量を増加させ， 利 潤の年 間10% の増加 に役立ち まし た。
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年 の調査に よると全中国におい て，県 レベル以上の製造工業を主 とし て
新しい企業性を もつ 経済連合組織が設立され，そ の数は6,833 件に達し まし
た。
省，市 の範囲を越えて，経 済技術協力ネ ット ワークは20 あまりにな りまし




わが国 の企業指導体制 とはす なわち，企業の意 思決定 とコントロ ―ルシス
テ ムを さし ます。
過去に長 期にわたって党 の指導の下 での，工 場長責任 分担制 度が実施され
たが，実際にはただ の集団指導 のも とでの責任分担制でした。つ まり企業 の
すべての重 大な問題 につい て一 切集団 で意思決定し ，そのあと，それぞれ個
人で責任を 分担するのでした。 この ようなこ とから意思決定と経営責任が分
離し，命 令 と現場が分離し 実際 に誰 も責 任を とらなくな りました。経営 も
わからない 素人が企業を経営し 意思決定を する結果 になったのです。こ うし
て企業では，生 産，品質，及び安 全などの面 で事故が発 生し た場合，往々に
し て誤まった 指示を出すか，あ るい は誰 も責 任を負わないことにな ります。
さらには責任 の所在がわからな くなったこ ともあ ります 。責 任分担の不 明確
と官僚的 な風潮をつくってし まい まし た。 例えばある工 場では新製品の開発
を 決定す る際 に，調査，分析を せず，投 資をし て，生産を始 めてから製品が
売 れず，結果的 には，投資 の浪費 ，製 品の滞貨を招いてし まいましたが，責
任を とる人はい ません。逆 にこれは学費7）であ る と（弁 解す る）人もい ます。
つ まり今後 もこの ような放漫な経営を 続け ることが許されるとい うことです。
数10年の経験 と教訓から考慮して，企業 の経営を よくす るためには，意 思
決定と経営を統一させなけ ればならず， 権限 と責 任を統一 させなけ ればな り
ません。 また指揮 と現場状況を も一致さ せなくてはな りません。指導体制の
確立は以上の原 則に合致し なくてはな りません。特に当面 ，企業での自主経
営 ，独立採算制を実施す るにあたって は， これらの原則 に従い，指導体制を
ととのえてはじめて，企業の正常な生産 活動を 保証し ，企業 の活性化をはか
ることができ ます。それゆえ， 今中国 では，工 場長責任 制を 実施し，工場長




















































に影響を与えることです。 従って 社会主義経済は 意識的に 価値法則を根拠
に，計画指導のもとでの商品経済を実現しなくてはなりません。今中国では，
計画は主にマクロ的な経済活動を調整し，マクロ的均衡のとれた経済活動は，






















































































































































図 事務職幹部の行政級は1 ～25級で最高は1 級
（イ） 労働者の企業級は1 ～8 級で最高は8 級

























































、根据1978 年凋査全中国已有各炎工並企並ll3.84 万家 ，其中大中型
骨干企並約8,000 多奎，梱有机床数込2,436,000 多台。已初歩形成了自己
比較完整的工並体系。2
、工並怠戸値已込到4,627.5 侶元。比1949 年増長近10 倍。3
、主要工並片品戸量増長幅度根大。如鋼由1949 年的15.8 万咤，到1978
年已込到3,178 万哺，増長迭200 多倍，力世界第五位。石油仄几万岫安





































































鼓。如据黄石市対15 全已承包鐙菅責任制的企並凋査統汁, 官佃在1987 年五
月扮的拍告牧人力10,290 万元, 比四月毎増長l5.5 ％;五月扮実現利税2,027
万元，比四月毎増長22.5 ％。又如北京市223 全訳点工並企並, 在1986 年上



























和友展To 如中国有名的杭州万向市ド ，升始力多村的一令小衣具修配r ，
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鰹 遠 令 人 承 包 鰹 菅 ， 現 已 炭 展 成 有 工 人 几 百 名 √ 年 戸 値 ＝ 千 多 万 ， 年 荻 利 凡
百 万 元 。
現 在 在 中 国 ， 国 菅 エド 実 行 承 包 鰹 菅 責 任 制 炭 展 速 度 復 快 。在1987 年5
月 経 辻 対 一 万 二 千 三 百 多 半 大 中 型 企 並 的 凋 査 ， 已 有74.8 ％ 的 工 並 企 並 実 行
了 各 神 戸 伝 承 包 経 菅 責 任 制 。 男 外 ， 対 小 型 国 型 企 並 四 万 三 千 六 百 多 介 企 並
凋 査, ニ已 有43 ％ 改 変 了 経 菅 方 式 ，其 中 集 体 鰹 菅 的 占5.3 ％, 改 力 租 賃 和子
人 承 包 的 占2.7 ％, 改 力 其 官 鰹 菅 方 式 的 占35 ％ 。 逮 些 企 並 由 于 改 変 了 鰹'a
方 式, 怠 的 企 並 利 潤 在1987 年O 月 比1986 年5 月 増 長0.8 ％ ，6 月 毎 増 長4.4
％,7 月 扮 増 長6.3 ％; 企 並 自 留 利 海 増 長20 ％ 。 可 兄 這 一 管 理 鰹 菅 体 制 是
符 合 中 国 実 豚 情 況 ノ 能 促 逃 企 並 炭 展 ， 増 加 企 並 活 力 和 竟 争 能 力 。 当 然 在 内I
。 ’1"1■'-・s‘ ｀/
容 ， 形 式 ， 方 法 等 之 方 面 逐 需 要 不 断 加以 完 善 和 友 展 。
中 国 目 前 在 実 行 企 並 自 主 経 菅 和 央 行 多 神 鰹 菅 方 式 辻 程 中 ， 企 並 力 了 更
好 地 升 展 経 菅 ， 求 得 生 存 和 良 展 ， 已 出 現 了 企 並 与 企 側 司 的 横 向 鰹 済 朕 合 ，
形 成 了 多 神 形 式 的 企 並 集 困 ， 其 中 有: 企 並 与 企 並 之 向 通 遠 固 定 合 同 形 式 ，
或 以 汀 貨 形 式 ， 或 以 朕 合 方 式 ， 或 以 合 井 方 式 成 立 了 各 神 企 並 集 団 体 制 ， 也
有 的 是 企 並 与 科 学 研 究 単 位 ， 大 々 院 校 成 立 了 各 神 科 研 生 戸 朕 合 体 。 遥 祥 把
遠 去 分 散 的 力 量 集 中 起 来 ， 充 分 友 禅 丁 々 並 化 倍 作 的 作 用 ， 友 禅 了 各 方 面 仇
大勢 ， 有 力 的 促 逃 了 各 方 面 科 学 技 木 的 安 展 和 燧 用 ， 戸 晶 晶 神 的 友 展 和 芦 品 灰
丿
量 的 提 高 ， 経 済 敷 益 的 提 高 。 例 如 在 中 国 長 春 就 以 第 一 汽 牟 戸 力 中 心 ， 朕 合
了 几 十 令 エド ， 成 立 了 汽 牟 集 困 ， 増 強 了 技 木 力 量 ， 加 強 了 々 並 化 ， 提 高 了
生 方 能 力 ，戸 品 品 神 也 准 各 由 辻 去 凡 神 増 加 到 十 多 神 。如 暗 示 演 三 大 劫 カド ，
取 合 成 立 了 功 力 机 械 企 並 集 団 。 泊 鎮 技 表 戸 与 上 海 似 表 研 究 単 位 和 天 津 大 学
朕 合 研 究 了 各 神 新 戸 晶 ，填 朴 丁 国 内 空 白 ， 使 企 並 戸 品 不 断 更 新 換 代 ， 消 告
量 不 断 増 加 ，利 潤 年 増 長 率 力10 ％ 左 右 。据1986 年 的 凋 査 ， 全 中 国 具 以 上 工
並 企 並 力 主 ， 建 立 的 新 型 企 並 性 経 済 朕 合 胆 沢 込6,833 介 ， 已 建 立 跨 省 ， 市
的 鰹 済 技 木 俳 作 岡 絡2o 多 令 。 遥 一 友 展 将 会 姶 企 及 帯 来 狼 大 敗 率 和 活 力 。2
、 企 並 頓 尋 体 制 由 元 人 魚 責 的 集 体 制 向 戸 格 的 責 任 制 辻 渡 。
中 国 企 亜 的 鎖 尋 体 制 ， 即 是 指 企 並 的 決 策 和 指 揮 体 制 。 在 辻 去 根 校 吋 期
内 ，実 行 的 是 党 委 頓 尋 下 的 ド 長 分 工 負 責 制, 実 除 上 是 集 体 領 琴 下 的 分 工
負 責 ， 即 一 切 企 並 所 有 的 重 大 同 題 都 要 鰹 道 集 体 作 出 決 策 ， 再 由 令 人 魚 責 。
















策和指揮。力此，中国各エド 有不同倣法，如: 有許多エド 成立エド 管理委
員会（由正付ド 長，有美重要科室頭好，工会須腎，党的頭尋，取工代表等），
エド 的一切循:大同題都員辻エド 管理委具会付迫, 最后鰹ド 長決定; 有的工
ド 依皐経理或ド 長亦公会決定;也有些工戸経取工代表会付迫耀助ド 長決策。
這祥也就保江了戸悦決策与役揮集体智慧相鈷合的重要原則。
在1978 年5 月末対57,727 令企並作了凋査，已有国菅企社32,587 令企並
宣行ニ長負責制，釣占被凋査怠数的56.5 ％; 遠些企並在:1987年1 ～5 月伶






















































































如四川沼阻一坊釧ド 実行了汁件集体承包制，大大激友了 取工桐仮性, 鰹済
敷益有了指定上升。如琉ド1986 年人均税利比1984 年提高86.6 ％; 資金利税
率址長22.04 ％, 工人平均牧人増加17.7 ％。並根据一万多エニ凋査由于工
資改革使企並l985 年比1979 年増長迭5.3 倍左右。
弑上可知，中国的改革已鰹辻了近八年。取得了根大成果。在工衣並生
方和人民生活等方面都有了狼大提高。特別是工並友展快的地E 更有明昆的
大変化。但汪存在着吽多問題急待解決，影胸着企並和取工租扱性遊一歩友
禅。這些向題有些是体制問題，也有些是企並素蔵和経萱問題。因此必須要
道一歩研究深化改革，来摘活企並。 ニ
今后中掴随着企並的改革和升放的深人,ニ生戸力不断増長，必然会出現
一寸経済安展新高潮。同吋今后必然要引起レ第・一，企並将会主幼地重視掌
握市場信息，不断友展信息技木，以迭到遣座市場需要和更好力用戸服努。
第二，企並力了更好地遣位経済友展和用戸要求，就要大力安展然品品神和
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提高戸品盾量等等, 必然要大量引退先道技木和装各, 増強自己的升皮能力。
第三，企並力了提高自己竟争能力，就要重視改善鰹菅，降低成本，加強管
理現代化，皮展汁算机槌助没汁和生片管理，取得鰹済的皮展。
以上只是当前一些主要企並管理体制改革的情況介沼，由于中国幅員六
大，各省情況不一，同題比較夏染，再加吋同有限，容不洋述。(
北京工業学院教授)
